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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公開番号】特開2018-101131(P2018-101131A)
【公開日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2018-024
【出願番号】特願2017-234844(P2017-234844)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   25/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    3/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月1日(2020.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示面に表示された画像を観察するための観察光学系であって、前記観察光学系は
、フレネルレンズ、正レンズＬＰを有し、
　前記フレネルレンズの中心輪帯の面頂点から該中心輪帯の端部までの光軸方向の長さを
ｈ０、前記中心輪帯に隣接する第１輪帯の格子壁面の光軸方向の長さをｈ１とするとき、
０．０１＜ｈ１／ｈ０＜０．８０
なる条件式を満足することを特徴とする観察光学系。
【請求項２】
　前記中心輪帯の直径をΦ０、前記フレネルレンズの有効径をΦ１とするとき、
０．３＜Φ０／Φ１＜０．７
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載の観察光学系。
【請求項３】
　画像表示面に表示された画像を観察するための観察光学系であって、前記観察光学系は
、フレネルレンズ、正レンズＬＰを有し、
　前記フレネルレンズの中心輪帯の直径をΦ０、前記フレネルレンズの有効径をΦ１とす
るとき、
０．３＜Φ０／Φ１＜０．７
なる条件式を満足することを特徴とする観察光学系。
【請求項４】
　前記フレネルレンズの焦点距離をｆｈ、前記観察光学系の焦点距離をＦとするとき、
１．５＜｜ｆｈ｜／Ｆ＜５．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の観察光学
系。
【請求項５】
　前記観察光学系が１つ以上の正の屈折力のレンズを有するときは、最も屈折力の大きい
レンズを正レンズＬＰとし、前記正レンズＬＰの焦点距離をｆｐ、前記観察光学系の焦点
距離をＦとするとき、
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１．２＜ｆｐ／Ｆ＜２．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項６】
　前記正レンズＬＰと前記フレネルレンズの中で、最も観察面側に位置するレンズの観察
面側のレンズ面から最も画像表示面側に位置するレンズの画像表示面側のレンズ面までの
光軸上の距離をｄ、最も観察面側に位置するレンズの観察面側のレンズ面から、画像表示
面までの光軸上の距離をＬとするとき、
０．１＜ｄ／Ｌ＜０．４
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項７】
　前記フレネルレンズは正の屈折力を有し、前記フレネルレンズの観察面側の面の曲率半
径をＲｐ１１、前記フレネルレンズの画像表示面側の面の曲率半径をＲｐ１２とするとき
、
－１．６＜（Ｒｐ１２＋Ｒｐ１１）／（Ｒｐ１２－Ｒｐ１１）＜－０．５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項８】
　前記フレネルレンズは負の屈折力を有し、前記フレネルレンズの観察面側の面の曲率半
径をＲｎ１１、前記フレネルレンズの画像表示面側の面の曲率半径をＲｎ１２とするとき
、
０．８＜（Ｒｎ１２＋Ｒｎ１１）／（Ｒｎ１２－Ｒｎ１１）＜１．７
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項９】
　前記正レンズＬＰの観察面側のレンズ面の曲率半径をＲ２１、前記正レンズＬＰの画像
表示面側のレンズ面の曲率半径をＲ２２とするとき、
－１．６＜（Ｒ２２＋Ｒ２１）／（Ｒ２２－Ｒ２１）＜－０．４
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項１０】
　前記フレネルレンズの有効面内における格子壁面の光軸方向の長さの平均値をｈａｖｅ
、ｄ線の波長の長さをλとするとき、
５０．０＜ｈａｖｅ／λ＜５００．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の観察光学
系。
【請求項１１】
　前記フレネルレンズの第１輪帯の格子ピッチをｗ１、前記フレネルレンズの有効面内の
最も外側の輪帯の格子ピッチをｗｅとするとき、
１．２＜ｗ１／ｗｅ＜１０．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の観察光
学系。
【請求項１２】
　前記中心輪帯は連続した面より構成されていることを特徴とする請求項１乃至１１のい
ずれか１項に記載の観察光学系。
【請求項１３】
　画像情報を表示する画像表示素子と、前記画像表示素子に表示される前記画像情報を観
察するための請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の観察光学系を有することを特徴と
する観察装置。
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【請求項１４】
　アイレリーフ１０ｍｍで、半視野角４５度における画像表示面の理想像高をｙ０、アイ
レリーフ１０ｍｍで、半視野角４５度における画像表示面の実際の像高をｙとするとき、
－０．３５＜（ｙ－ｙ０）／ｙ０＜－０．１０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１３に記載の観察装置。
【請求項１５】
　前記光学系の焦点距離をＦ、アイレリーフ１０ｍｍで半視野角４５度における画像表示
面の実際の像高をｙとするとき、
０．５＜ｙ／Ｆ＜１．１
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１３または１４に記載の観察装置。
【請求項１６】
　フレネル面を備えるフレネルレンズであって、
　前記フレネルレンズの中心輪帯の面頂点から該中心輪帯の端部までの光軸方向の長さを
ｈ０、前記中心輪帯に隣接する第１輪帯の格子壁面の光軸方向の長さをｈ１とするとき、
０．０１＜ｈ１／ｈ０＜０．８０
なる条件式を満足することを特徴とするフレネルレンズ。
【請求項１７】
　前記中心輪帯の直径をΦ０、前記フレネルレンズの有効径をΦ１とするとき、
０．３＜Φ０／Φ１＜０．７
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１６に記載のフレネルレンズ。
【請求項１８】
　フレネル面を備えるフレネルレンズであって、
　前記フレネルレンズの中心輪帯の直径をΦ０、前記フレネルレンズの有効径をΦ１とす
るとき、
０．３＜Φ０／Φ１＜０．７
なる条件式を満足することを特徴とするフレネルレンズ。
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